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2月13日（火）
→14日（水）第3分区Aインターシティ・ミーティング

14:00点鐘　ホテル ザ・マンハッタン

2月20日（火）定款により休会

2月27日（火）
→25日（日）地区大会

9:30点鐘　ホテルニューオータニ幕張

■ ニコニコBOX
・黒川…結婚祝いを頂きありがとうございます。50 年が過ぎ、金婚式です。
・山本…長坂新会員をよろしくお願いします。
・川島義美…2 月 3 日で結婚 50 周年です。いろいろありがとうございました。
・宮川…遅くなりましたが、明けましておめでとうございます。
・小林…ご無沙汰しておりました。元気で過ごしています。これからも宜しくお願いします。
・飯高…誕生日祝いを頂きまして。
・今野…本日入会しました、長坂くんをよろしくお願いします。
・野城…本日の例会ご協力をありがとうございました。
・花光…結婚祝いを頂いて。
・宇井…結婚プレゼントをありがとうございます。これからも夫婦仲良く暮らします。
・秋元…今年で結婚 10 年になります。嫁に感謝いたします。
・長坂…本日、入会致しました長坂と申します。よろしくお願い申し上げます。
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■ クラブフォーラム　職業奉仕委員会担当　　野城 職業奉仕委員長　『職業奉仕の本質について』 
　職業奉仕を理解するのには、「ロータリー運動は倫理運動である」ことを理解しなければなりません。ロータリーは

倫理運動であるがために古来より色々な原理原則が誕生したようですが、これがロータリーだと言われるのが職業奉仕

です。ロータリーのロータリーたる所以は職業奉仕の実践にありと言われております。このように、職業奉仕思想はロー

タリーの精神、哲学そのものです。単に社会奉仕さえすればよい、お金や物で奉仕すればよいというものではありません。

我々はこの教えに基づいて活動するのがロータリーです。私は、最初に「ロータリー運動は倫理運動である」という言

葉の「倫理」という言葉から説明させていただきます。非常に簡単な言葉ですが、この言葉を理解されていない方が多

数おられるように感じます。「倫理」とは何か、それは「人とし、人間としての、正しく歩む道」です。人を騙すような、

泣かすような行為をしてはいけない。非人道的、非社会的行為をしてはいけない。世のため人のために尽くしなさいと

いう教えが「倫理」です。そしてその心を職業社会に適用して いくのが「職業倫理」です。次に、職業奉仕という言

葉を説明させていただきます。この言葉において、「職業」とは、お金を儲けるという意味があります。これは自分の

ためのものであり、家族や従業員を養わなければなりません。そして「奉仕」とは、自分以外の人のために尽くすことです。

職業は自分のためのもの、奉仕は自分以外の人のためのもの、全く逆の意味の言葉が一緒になって「職業奉仕」という

言葉になっているため解りにくいのです。これは完全なるロータリー用語であり、辞書には載っておりません。それと、

職業奉仕という言葉は、「職業を営むことが、世のため人のための奉仕となる」という意味があります。職業奉仕にとって、

ここが一番の難解な点であり、この言葉を理解しなければ職業奉仕は永遠の謎となってしまいます。ロータリーはこれ

を説明するのに、「職業の心」と「奉仕の心」は「ひとつの心」であると説いております。そして、この「ひとつの心」とは即ち、

「世のため、人のために奉仕をする心をもって、職業を営むべし」という言葉で言い表されております。この言葉は少

し抽象的で分かりにくいため、実践例で解説いたします。奉仕活動で道路の清掃奉仕活動をしたとしましょう。やり終

えたあと、ふと後ろを振り返ると、汚かった道路が非常に綺麗になったと思いませんか、しかし道行く第三者から見れば、

さほど綺麗になったとは言われません。でも、自分の気持ちからすれば非常に綺麗になったと思います。この「心」が

大切なのです。これが「奉仕の心」なのです。ロータリー以外の諸団体は奉仕活動によって、自分の心が清らかになっ

たらいい、心が満足したらいい、という考えで終わりますが、しかしロータリーは違います。奉仕活動によって清らか

になった心を職業の心の中に取り入れてくださいと言っております。これが“職業の心と奉仕の心はひとつの心”とい

う考えなのです。世のため人のために奉仕をする清らかな心を職業の心の中に取り入れてくださいということなのです。

そうすることによって、今までの職業のやり方が次第に少しずつ変わっていきますよと言っております。これが「世の

ため、人のために奉仕をする心をもって、職業を営むべし」という言葉なのです。そして、この言葉の意味するところは、

「人を欺くような、泣かせるような金儲けをしてはいけない。非社会的、非道徳的職業を営んではいけない。世のため、

人のためになる職業を営まなければならない」と言っており、これは自分の職業に対して強く「倫理性」を要求してお

ります。即ちこの言葉の本質は「職業倫理」を指しております。「ロータリー運動は倫理運動である」と言われており

ますが、この倫理こそが「職業倫理」であり、ロータリーは職業倫理を追求する運動なのです。そして、これが「職業

奉仕の本質」でもあります。「職業を営むことが、世のため人のための奉仕となる」という考えは我々にとって非常に

理解しにくい言葉です。ここで間違ってはいけないのは、世のため人のために奉仕するということが、原価に近い値段

で物品を販売するということではありません。そういうことをしたならば同業者に迷惑をかけることになります。お金

を儲けるという事にこだわらず、いかにして顧客が満足して商品や技術を得ることができるかを考え、社会の要求に応

えていくその過程の中に職業倫理が存在するのです。 


